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新オフセット衝突試験における子供乗員保護についての検討

■子供ダミーの計測項目の継続検討課題について

〇腹部等の計測と評価について

 〇頭部移動量の計測について

■後席子供乗員保護の試験結果のユーザーへの分かりやすい説明と表記
について

■ジュニアシートの普及促進の検討

【継続検討課題】

R7年度第１回検討会（R7.7.16）の
議題
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■後席子供乗員保護の試験結果のユーザーへの分かりやすい説明と表記について

＜検討会で承認いただいた内容＞

●各部位の傷害値からスライディングスケールを用いて算出された得点をもとにダミー各部を5段階に

色分けして表示。

●映像によるダミーの挙動（頭部と内装との接触の有無等）を確認し、公表時に試験映像として公開

新オフセット衝突試験における子供乗員保護について（令和6年度第2回検討会までの振り返り）
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後席子供乗員保護の試験結果のユーザーへの分かりやすい説明と表記について、
以下の二点について今回検討

○傷害値情報の5段階配色の具体的な見せ方

→スライド７～１１

○映像確認結果（シートベルトの肩外れ、腹部潜り込み）について、記載方法（見
せ方）と事象の定義

→スライド１２～１７

新オフセット衝突試験における子供乗員保護についての検討
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傷害値情報の5段階配色の具体的な見せ方
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（１）後席子供乗員保護の試験結果の掲載場所①

傷害値情報の5段階配色の具体的な見せ方

●子供乗員の傷害値情報は、自動車安全性能評価結果の試験結果のページに掲載したい。

自動車安全性能評価結果トップページ

試験結果の掲載ページ（PDFファイル）
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下限 上限
頭部傷害値（HIC15）
（頭部と車内部位との衝突有）

ー 500 700

頭部加速度（3ms-G） G 60 80
引張荷重 kN 1.7 2.62
伸展モーメント
（頭部と車内部位との衝突有）

Nm ー 36

胸部 胸部変位量 mm 30 42
頭部傷害値（HIC15）
（頭部と車内部位との衝突有）

ー 500 700

頭部加速度（3ms-G） G 60 80
引張荷重 kN 1.7 2.62
伸展モーメント
（頭部と車内部位との衝突有）

Nm ー 49

胸部 胸部加速度（3ms-G） G 41 55

特記事項

運転席側
後席
6歳児
ダミー

頭部

頚部

助手席側
後席

10歳児
ダミー

頭部

頚部

座席 部位 評価項目 単位 傷害値
評価関数

試験映像はこちら
（子供ダミーの映像は２：３４から）

ジュニアシートの普及促進について

身長150㎝未満の子供へのジュニアシート着用

新オフセット前面衝突試験評価結果（子供乗員）

試験自動車の試験動画のリンク

評価結果の下に、ジュニアシート普及促進の
ページの案内

新オフセット前面衝突試験評価結果（大人乗員）

大人の評価結果
（既存）

大人乗員の次のページに
記載することとしたい

（２）後席子供乗員保護の試験結果の掲載場所②

傷害値情報の5段階配色の具体的な見せ方

●既存の新オフセット前面衝突試験結果の次ページに、子供乗員のページを設けることとしたい。

●試験映像についても、当該ページにリンクを設けることとしたい

●ジュニアシートの普及促進に関するページの案内も併せて掲載することとしたい。（次回以降、継続検討）
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（３）後席子供乗員保護の試験結果ページの記載方法

下限 上限
頭部傷害値（HIC15）
（頭部と車内部位との衝突有）

ー 500 700

頭部加速度（3ms-G） G 60 80
引張荷重 kN 1.7 2.62
伸展モーメント
（頭部と車内部位との衝突有）

Nm ー 36

胸部 胸部変位量 mm 30 42
頭部傷害値（HIC15）
（頭部と車内部位との衝突有）

ー 500 700

頭部加速度（3ms-G） G 60 80
引張荷重 kN 1.7 2.62
伸展モーメント
（頭部と車内部位との衝突有）

Nm ー 49

胸部 胸部加速度（3ms-G） G 41 55

特記事項

運転席側
後席
6歳児
ダミー

頭部

頚部

助手席側
後席

10歳児
ダミー

頭部

頚部

座席 部位 評価項目 単位 傷害値
評価関数

運転者席側後席
6歳児ダミー

ジュニアシート使用

助手席側後席
10歳児ダミー

ブースタークッション使用

傷害値が低い
（安全性能が高い）

傷害値が高い
（安全性能が低い）

新オフセット前面衝突試験評価結果（子供乗員）

傷害値情報の5段階配色の具体的な見せ方

●試験結果のページは、各部位の傷害値情報を色分けした図と併せて、既存の大人乗員の評価結果と同様に各部位ご
との傷害値を表として掲載する。

●試験結果表については、衝突安全性能評価得点と誤解が生じない様、配点は表示せず傷害値のみの記載としたい。

各部位の傷害値（安全性能）を図と表で表示する
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Sheet1

				euroncup				assessment protocol child occupant protection ver8.1による

				Criteria				Performance limits						Available 
points

								Higher		Lower		Capping						計測値 ケイソクチ		個別判定 コベツハンテイ				判定 ハンテイ

		Head Score		HIC15(with hard contact)				500		700		800		20.0		Q6		600		10.000		Q6		10.000

																Q10		550		15.000		Q10		15.000

				Resultant 3ms acceleration				60.0		80.0		80.0				Q6		70		10.000

																Q10		61		19.000

				Head excursion		Q6		-		550.0		-				Q6				適合

						Q10		450.0		550.0		-				Q10				20.000

		Upper Neck		Tension Fz				1.7		2.62		-		0.92		Q6		1.8		0.820		Q6		0.820

																Q10		2.2		0.420		Q10		0.420

				Extension My
(with head to interior contact)		Q6		-		36.0		-				Q6		33		適合

						Q10		-		49.0		-				Q10		40		適合

		Chest(T4)		Resultant 3ms acceleration		Q6		-		-		-		3.0		Q6		-		-		Q6		2.750

						Q10		41.0		55.0		55.0				Q10		45		2.143		Q10		2.143

				Deflection - 
max Dres,upper and lower		Q6		30.0		42.0		-				Q6		31		2.750

						Q10		-		56.0		-				Q10				適合





4.1 ポイント計算
スライディングスケールシステムによる採点は、 パフォーマンスの上限と下限が存在する測定基準ごとに点数を計算するために使用される。 値が2つの限界値の間にある場合、 得点は線形補間によって計算される。下限値しかない場合は、この下限値を「合格」 「不合格」の基準とする。
キャッピングリミット（上限値）は両方のチャイルドダミーに適用され、一般的にキャッピングリミットを超えると、傷害のリスクが許容できないほど高いことを示す。 ダミーの測定値がキャッピングリミットを超えた場合、そのダミー全体のスコアは、リミットを超えた衝撃で0点となる。

4.2 基準と限界値
前面衝突に使用される基本的な評価基準と、 各パラメータの性能上限および下限を以下にまとめた。 個々の身体部位について複数の評価基準が存在する場合は、 最も得点の低いパラメータを使用してその部位の性能を決定する。 表2および表3で強調されている傷害パラメータ評価は、リバウンド段階では評価されない。

線形補完による数値判定

下限値による合否判定

情報提供なのでキャッピングは考えない



Sheet2

												座席 ザセキ		部位 ブイ		評価項目 ヒョウカコウモク		単位 タンイ		各評価と障害値範囲 カクヒョウカ ショウガイチハンイ										障害値 ショウガイチ		評価 ヒョウカ

		配転と色の表示（例） ハイテン イロ ヒョウジ レイ

		【良好】 リョウコウ		3.000								運転席側後席
6歳児ダミー ウンテンセキ ガワ ウシロセキ		頭部 トウブ		頭部障害値 トウブショウガイチ		ー		500.0以下 イカ		500.1ー566.6		566.7ー633.3		633.4ー699.9		700.0以上 イジョウ

		【十分】 ジュウブン		2.001		-		2.999								頭部加速度 トウブ カソクド		G		60.00以下 イカ		0.01―66.66		66.67―73.33		73.34―79.99		80.00以上 イジョウ

		【限界】 ゲンカイ		1.001		-		2.000						頚部 ケイブ		引張荷重 ヒッパリカジュウ		kN		1.70以下 イカ		1.71ー2.00		2.01ー2.31		2.32ー2.61		2.62以上 イジョウ

		【不足】 フソク		0.001		-		1.000								伸展モーメント シンテン		Nm		ー		ー		ー		ー		36.00以上 イジョウ

		【貧弱】 ヒンジャク		0.000										胸部 キョウブ		胸部加速度 キョウブ カソクド		G		ー		ー		ー		ー		ー

																胸部変位量 キョウブヘンイリョウ		mm		30.00以下 イカ		30.01―33.99		34.00―37.99		38.00―41.99		42.00以上 イジョウ

												助手席側後席
10歳児ダミー ジョシュセキ ガワ コウセキ		頭部 トウブ		頭部障害値 トウブショウガイチ		ー		500.0以下 イカ		500.1ー566.6		566.7ー633.3		633.4ー699.9		700.0以上 イジョウ

																頭部加速度 トウブ カソクド		G		60.00以下 イカ		0.01―66.66		66.67―73.33		73.34―79.99		80.00以上 イジョウ

														頚部 ケイブ		引張荷重 ヒッパリカジュウ		kN		1.70以下 イカ		1.71ー2.00		2.01ー2.31		2.32ー2.61		2.62以上 イジョウ

																伸展モーメント シンテン		Nm		ー		ー		ー		ー		49.00以上 イジョウ

														胸部 キョウブ		胸部加速度 キョウブ カソクド		G		41.00以下 イカ		41.01―45.66		45.67―50.33		50.34―54.99		55.00以上 イジョウ

																胸部変位量 キョウブヘンイリョウ		mm		ー		ー		ー		ー		ー

		評価関数 ヒョウカカンスウ

		下限 カゲン		上限 ジョウゲン

		500		700

		60		80

		1.7		2.62

		-		36

		-		-

		30		42

		500		700

		60		80

		1.7		2.62

		-		49

		41		55

		-		-





Sheet3



				座席 ザセキ		部位 ブイ		評価項目 ヒョウカコウモク		単位 タンイ		評価関数 ヒョウカカンスウ				傷害値 ショウガイ チ

												下限 カゲン		上限 ジョウゲン

				運転席側
後席
6歳児
ダミー ウンテンセキ ガワ ウシロセキ		頭部 トウブ		頭部傷害値（HIC15）
（頭部と車内部位との衝突有） アタマ ブ ショウガイ チ トウブ シャナイ ブイ ショウトツアリ		ー		500		700

								頭部加速度（3ms-G） トウブ カソクド		G		60		80

						頚部 ケイブ		引張荷重 ヒッパリカジュウ		kN		1.7		2.62

								伸展モーメント
（頭部と車内部位との衝突有） シンテン		Nm		ー		36

						胸部 キョウブ		胸部変位量 キョウブヘンイリョウ		mm		30		42

				助手席側
後席
10歳児
ダミー ジョシュセキ ガワ コウセキ		頭部 トウブ		頭部傷害値（HIC15）
（頭部と車内部位との衝突有） トウブ ショウガイ チ トウブ シャナイ ブイ ショウトツアリ		ー		500		700

								頭部加速度（3ms-G） トウブ カソクド		G		60		80

						頚部 ケイブ		引張荷重 ヒッパリカジュウ		kN		1.7		2.62

								伸展モーメント
（頭部と車内部位との衝突有） シンテン		Nm		ー		49

						胸部 キョウブ		胸部加速度（3ms-G） キョウブ カソクド		G		41		55



				特記事項 トッキジコウ



























image1.jpg

‘Table 2. Frontal impact criteria, limits and available points per body region for Q6, Q10

Criteria

Performance hmits

Available points

Higher | Lower | Capping
Head  |HICs  (wilh  Bad| 500 700 300
Score | contact)
Resultant ms| 6% S0 S0
scceleration s
Head excursion o
Qs| N 550mm Na
Q10| 450mm | 550mm Na
Upper | TemsionFz TN | 268N NA
Neck
Extension My
(with head fo interior 2 poiats
contact) os| Na 36Nm Na
Qo] Na 49Nm Na
Chest | Resultant 3ms
(T |accelention® Q6 | N Na Na
Qo] 41 S5 55
Deflection - max Dres. 2 poiats
upper and lower
Q5| 0mm | e2mm Na
Q| Na Stmm Nas+
Pelvis | ASIS Toad NA NA NA
ToTAL § points/dummy

*Chest acceleration peaks caused by the firing of seatbelt pretensioners early in the loading event
will be ignored.

**Capping, as defined in Section 4.1, will be applied to the Q10 chest deflection on 1* Janary

5. The limitation to star rating as defined in Section 2.3 the Evro NCAP Assessment Protocol
erall rating, will not be applied o Q10 chest deflection.









助手席側後席
10歳児ダミー

ブースタークッション使用

運転者席側後席
6歳児ダミー

ジュニアシート使用

傷害値が低い
（安全性能が高い）

傷害値が高い
（安全性能が低い）

実際の表示は外部に作成を委託することを検討

色＼各部位の配点 頭部（４pt上限） 頸部・胸部（２pt上限）

4.000 2.000

2.670－3.999 1.335－1.999

1.330－2.669 0.665－1.334

0.001－1.329 0.001－0.664

0.000 0.000

配点と表示色（配点はEuroNCAP準拠）
参考

（４）各部位の傷害値の配色の示し方

傷害値情報の5段階配色の具体的な見せ方

●下図のカラーバーを使用して、５色の安全性能の高低を示し、各部位の安全性能を色で表示することとしたい。
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映像確認結果（シートベルトの肩外れ、腹部潜り込み）について、
記載方法（見せ方）と事象の定義
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＜検討会にていただいた意見＞（令和６年度第２回検討会（R6年12月12日）議事録より抜粋）

●内装への衝突、首がかり、肩外れ、腹部ベルトの食い込みの有無等について、ダミーの挙動を映像で見せて、

ユーザーにそれを判断してもらうというのはあまりにも乱暴かなと感じる。専門的な知識を持っている者であれば、

映像を見て、これは危険だ、これは気をつけないと、ここが駄目だというのは分かるはず。

●基礎的な知見をお持ちでない方に、これが肩外れが起こっている、首にかかっている、サブマリンになりそうと

いうものをしっかりと表記して、一目で伝わるようにして頂きたい。

●子供のけがは頭部が室内と衝突するというのが主因ですので、頭部移動量はそのような意味でも、一番重要な指標

と言えるもの。測れないのかもしれないが、コメントとして何かきちんと反映していただきたい。

（１）令和６年度第２回検討会 指摘事項

映像確認結果（シートベルトの肩外れ、腹部潜り込み）について、記載方法と事象の定義
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下限 上限
頭部傷害値（HIC15）
（頭部と車内部位との衝突有）

ー 500 700

頭部加速度（3ms-G） G 60 80
引張荷重 kN 1.7 2.62
伸展モーメント
（頭部と車内部位との衝突有）

Nm ー 36

胸部 胸部変位量 mm 30 42
頭部傷害値（HIC15）
（頭部と車内部位との衝突有）

ー 500 700

頭部加速度（3ms-G） G 60 80
引張荷重 kN 1.7 2.62
伸展モーメント
（頭部と車内部位との衝突有）

Nm ー 49

胸部 胸部加速度（3ms-G） G 41 55

特記事項

運転席側
後席
6歳児
ダミー

頭部

頚部

助手席側
後席

10歳児
ダミー

頭部

頚部

座席 部位 評価項目 単位 傷害値
評価関数

例：試験映像を確認した結果、今回の衝突試験では６歳児ダ
ミーにおいて「シートベルトの肩外れ」（QAへのリンクを貼付）
が発生しました。肩外れが発生した状況では子供の身体が十分
に拘束されず、頭部等を車両内装にぶつける等の危険が高まり
ます。
（発生が確認されない場合は「なし」と記載）

（２）映像確認結果の記載場所

映像確認結果（シートベルトの肩外れ、腹部潜り込み）について、記載方法と事象の定義

●映像確認の結果について、傷害値の表の下部に特記事
項として記載することとしたい。

●記載内容は、肩外れおよび腹部潜り込みが発生した場
合は、その発生した内容と、実際に発生した場合の危険
性について記載する。

●映像から発生が確認されない場合は「なし」と明記す
る。
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Sheet1

				euroncup				assessment protocol child occupant protection ver8.1による

				Criteria				Performance limits						Available 
points

								Higher		Lower		Capping						計測値 ケイソクチ		個別判定 コベツハンテイ				判定 ハンテイ

		Head Score		HIC15(with hard contact)				500		700		800		20.0		Q6		600		10.000		Q6		10.000

																Q10		550		15.000		Q10		15.000

				Resultant 3ms acceleration				60.0		80.0		80.0				Q6		70		10.000

																Q10		61		19.000

				Head excursion		Q6		-		550.0		-				Q6				適合

						Q10		450.0		550.0		-				Q10				20.000

		Upper Neck		Tension Fz				1.7		2.62		-		0.92		Q6		1.8		0.820		Q6		0.820

																Q10		2.2		0.420		Q10		0.420

				Extension My
(with head to interior contact)		Q6		-		36.0		-				Q6		33		適合

						Q10		-		49.0		-				Q10		40		適合

		Chest(T4)		Resultant 3ms acceleration		Q6		-		-		-		3.0		Q6		-		-		Q6		2.750

						Q10		41.0		55.0		55.0				Q10		45		2.143		Q10		2.143

				Deflection - 
max Dres,upper and lower		Q6		30.0		42.0		-				Q6		31		2.750

						Q10		-		56.0		-				Q10				適合





4.1 ポイント計算
スライディングスケールシステムによる採点は、 パフォーマンスの上限と下限が存在する測定基準ごとに点数を計算するために使用される。 値が2つの限界値の間にある場合、 得点は線形補間によって計算される。下限値しかない場合は、この下限値を「合格」 「不合格」の基準とする。
キャッピングリミット（上限値）は両方のチャイルドダミーに適用され、一般的にキャッピングリミットを超えると、傷害のリスクが許容できないほど高いことを示す。 ダミーの測定値がキャッピングリミットを超えた場合、そのダミー全体のスコアは、リミットを超えた衝撃で0点となる。

4.2 基準と限界値
前面衝突に使用される基本的な評価基準と、 各パラメータの性能上限および下限を以下にまとめた。 個々の身体部位について複数の評価基準が存在する場合は、 最も得点の低いパラメータを使用してその部位の性能を決定する。 表2および表3で強調されている傷害パラメータ評価は、リバウンド段階では評価されない。

線形補完による数値判定

下限値による合否判定

情報提供なのでキャッピングは考えない
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												座席 ザセキ		部位 ブイ		評価項目 ヒョウカコウモク		単位 タンイ		各評価と障害値範囲 カクヒョウカ ショウガイチハンイ										障害値 ショウガイチ		評価 ヒョウカ

		配転と色の表示（例） ハイテン イロ ヒョウジ レイ

		【良好】 リョウコウ		3.000								運転席側後席
6歳児ダミー ウンテンセキ ガワ ウシロセキ		頭部 トウブ		頭部障害値 トウブショウガイチ		ー		500.0以下 イカ		500.1ー566.6		566.7ー633.3		633.4ー699.9		700.0以上 イジョウ

		【十分】 ジュウブン		2.001		-		2.999								頭部加速度 トウブ カソクド		G		60.00以下 イカ		0.01―66.66		66.67―73.33		73.34―79.99		80.00以上 イジョウ

		【限界】 ゲンカイ		1.001		-		2.000						頚部 ケイブ		引張荷重 ヒッパリカジュウ		kN		1.70以下 イカ		1.71ー2.00		2.01ー2.31		2.32ー2.61		2.62以上 イジョウ

		【不足】 フソク		0.001		-		1.000								伸展モーメント シンテン		Nm		ー		ー		ー		ー		36.00以上 イジョウ

		【貧弱】 ヒンジャク		0.000										胸部 キョウブ		胸部加速度 キョウブ カソクド		G		ー		ー		ー		ー		ー

																胸部変位量 キョウブヘンイリョウ		mm		30.00以下 イカ		30.01―33.99		34.00―37.99		38.00―41.99		42.00以上 イジョウ

												助手席側後席
10歳児ダミー ジョシュセキ ガワ コウセキ		頭部 トウブ		頭部障害値 トウブショウガイチ		ー		500.0以下 イカ		500.1ー566.6		566.7ー633.3		633.4ー699.9		700.0以上 イジョウ

																頭部加速度 トウブ カソクド		G		60.00以下 イカ		0.01―66.66		66.67―73.33		73.34―79.99		80.00以上 イジョウ

														頚部 ケイブ		引張荷重 ヒッパリカジュウ		kN		1.70以下 イカ		1.71ー2.00		2.01ー2.31		2.32ー2.61		2.62以上 イジョウ

																伸展モーメント シンテン		Nm		ー		ー		ー		ー		49.00以上 イジョウ

														胸部 キョウブ		胸部加速度 キョウブ カソクド		G		41.00以下 イカ		41.01―45.66		45.67―50.33		50.34―54.99		55.00以上 イジョウ

																胸部変位量 キョウブヘンイリョウ		mm		ー		ー		ー		ー		ー

		評価関数 ヒョウカカンスウ

		下限 カゲン		上限 ジョウゲン

		500		700

		60		80

		1.7		2.62

		-		36

		-		-

		30		42

		500		700

		60		80

		1.7		2.62

		-		49

		41		55

		-		-





Sheet3



				座席 ザセキ		部位 ブイ		評価項目 ヒョウカコウモク		単位 タンイ		評価関数 ヒョウカカンスウ				傷害値 ショウガイ チ

												下限 カゲン		上限 ジョウゲン

				運転席側
後席
6歳児
ダミー ウンテンセキ ガワ ウシロセキ		頭部 トウブ		頭部傷害値（HIC15）
（頭部と車内部位との衝突有） トウブ ショウガイ チ トウブ シャナイ ブイ ショウトツアリ		ー		500		700

								頭部加速度（3ms-G） トウブ カソクド		G		60		80

						頚部 ケイブ		引張荷重 ヒッパリカジュウ		kN		1.7		2.62

								伸展モーメント
（頭部と車内部位との衝突有） シンテン		Nm		ー		36

						胸部 キョウブ		胸部変位量 キョウブヘンイリョウ		mm		30		42

				助手席側
後席
10歳児
ダミー ジョシュセキ ガワ コウセキ		頭部 トウブ		頭部傷害値（HIC15）
（頭部と車内部位との衝突有） トウブ ショウガイ チ トウブ シャナイ ブイ ショウトツアリ		ー		500		700

								頭部加速度（3ms-G） トウブ カソクド		G		60		80

						頚部 ケイブ		引張荷重 ヒッパリカジュウ		kN		1.7		2.62

								伸展モーメント
（頭部と車内部位との衝突有） シンテン		Nm		ー		49

						胸部 キョウブ		胸部加速度（3ms-G） キョウブ カソクド		G		41		55



				特記事項 トッキジコウ
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‘Table 2. Frontal impact criteria, limits and available points per body region for Q6, Q10

Criteria

Performance hmits

Available points

Higher | Lower | Capping
Head  |HICs  (wilh  Bad| 500 700 300
Score | contact)
Resultant ms| 6% S0 S0
scceleration s
Head excursion o
Qs| N 550mm Na
Q10| 450mm | 550mm Na
Upper | TemsionFz TN | 268N NA
Neck
Extension My
(with head fo interior 2 poiats
contact) os| Na 36Nm Na
Qo] Na 49Nm Na
Chest | Resultant 3ms
(T |accelention® Q6 | N Na Na
Qo] 41 S5 55
Deflection - max Dres. 2 poiats
upper and lower
Q5| 0mm | e2mm Na
Q| Na Stmm Nas+
Pelvis | ASIS Toad NA NA NA
ToTAL § points/dummy

*Chest acceleration peaks caused by the firing of seatbelt pretensioners early in the loading event
will be ignored.

**Capping, as defined in Section 4.1, will be applied to the Q10 chest deflection on 1* Janary

5. The limitation to star rating as defined in Section 2.3 the Evro NCAP Assessment Protocol
erall rating, will not be applied o Q10 chest deflection.









●「肩外れ」及び「腹部潜り込み」について、EuroNCAPの規定を参考に、事象の定義を作成する。
実際に判定するにあたっての見本となるものを併せて作成（令和７年度第2回検討会を目標）することとしたい。

●特記事項の具体的な記載内容例は以下のとおり

（参考：試験における事象の発生状況の確認結果）
評価指標等検討のためEuroNCAP、TNCAP（台湾）等の映像確認を行った結果、事象の発生（減点）は ２０２０年以降２１５件中（R7.6.11確認）

・肩外れは ８件
・腹部潜潜り込み ０件

だった。なお、判断基準はEuroNCAP、TNCAPの定義による。
首かかりに関しては、撮影方向が右席は左側から、左席は右側からの撮影であるため、該当部位の映像確認が難しかった。

試験映像を確認した結果、今回の衝突試験では６歳児ダミーにおいて「シートベルトの肩外れ」（QAへのリ
ンクを貼付）が発生しました。シートベルトの肩外れが発生した状況では子供の身体が十分に拘束されず、頭
部等を車両内装にぶつける等の危険が高まります。

＜特記事項の記載例（肩外れが発生した場合）＞

（３）特記事項の記載内容

映像確認結果（シートベルトの肩外れ、腹部潜り込み）について、記載方法と事象の定義
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＜「シートベルトの肩外れ」の定義案＞

肩関節

上腕

鎖骨と上腕の隙間

出典： HUMANETICS

参考．EuroNCAP CHILD OCCUPANT PROTECTION ver8.1（参照元）
4.2.1.1 Restraint 
a) During the forwards movement of the dummy only, the diagonal belt

slips off the shoulder. Where this occurs zero points will be awarded 
to the dummy. Slipping of the shoulder is when the belt moves below 
the shoulder joint down the upper arm. 

b) During the forwards movement of the dummy only, the diagonal belt
moves into the gap between the clavicle and upper arm with folding 
of the belt webbing. 
Where this occurs a penalty of -4 points will be applied to the overall 
dummy score of the impact in which it occurs.  

「シートベルトの肩外れ」とは、衝撃でダミーが前方に移動している間に、ショル
ダーベルトが肩関節から上腕にかけて移動する状態又はショルダーベルトが折りた
たまれながら鎖骨と上腕の隙間に移動する状態のいずれかをいう。

（４）各事象の定義（シートベルトの肩外れ）

映像確認結果（シートベルトの肩外れ、腹部潜り込み）について、記載方法と事象の定義
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＜「腹部潜り込み」の定義案＞

「腹部潜り込み」とは、衝撃でダミーが前方に移動している間に、ダミーの骨盤部分
がベルトのラップ部分の下に潜り込む状態をいう。

参考．EuroNCAP CHILD OCCUPANT PROTECTION
ver8.1（参照元）
4.2.1.1 Restraint 

c) At any time throughout the impact either the pelvis 
of the dummy submarines beneath the lap section 
of the belt or the lap section does not prevent the 
dummy from moving upwards during rebound and 
is no longer restraining the pelvis. Where this occurs 
zero points will be awarded to the dummy.

骨盤部分

出典： HUMANETICS
or 以下（黄色マーキング部）のとりあつか
いについては引き続き検討することとしたい

（５）各事象の定義（腹部潜り込み）

映像確認結果（シートベルトの肩外れ、腹部潜り込み）について、記載方法と事象の定義
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令和７年度第２回以降の継続検討事項
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令和７年度第２回以降、引き続き検討したい事項

■ジュニアシートの普及促進について（今回提案）

・ジュニアシート着用の啓発を機構HPの「守る」のページにておこなう。
身長150㎝未満の子供へのジュニアシート着用の必要性について
（年齢、体重だけではなく、身長を考慮した使い方を動画等を用いて説明）

・国交省、JAFのHP情報を活用させていただき、上記のページにURL等を記載。
国交省 自動車総合安全情報チャイルドシート情報 https://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/02safetydevice/childseat.html

  JAF HP学童用チャイルドシート https://jaf.or.jp/common/safety-drive/protect-life/child-seat/school-child-type

令和７年度中に内容を検
討したい。

■首かかりについて
現在の撮影環境では、発生が想定される箇所の映像を残すことが難しいため、今年度は試験時にカメラを増設し
実際に当該箇所の映像を撮影する方法を検討、次年度、当該箇所の映像確認が可能かを検証し首かかりの評価が
可能かを含め検討することとしたい。
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